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は
善
で
あ
っ
て
、
本
来
、
闇
の
部
分
は

自
分
の
中
に
あ
る
闇
の
部
分
は
、
意
識
し
て
考
え

な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
何
年
も
生
き
て

な
い
と
、
な
か
な
か
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ゆ
く
う
ち
に
、
心
に
た
く
さ
ん
の
「
ち

ん
。
例
え
ば
左
上
の
よ
う
な
も
の
が
、
闇
の
部

り
」
や
「
ほ
こ
り
」
を
つ
け
て
し
ま
い
、

分
、
つ
ま
り
心
の
中
の
鬼
で
す
。
こ
の
こ
と
が
ら

二
月
に
な
り
ま
す
。
昔
で
い
う
と
こ
ろ
の

多
く
の
人
が
「
欲
」
「
ず
る
さ
」
「
怒
り
」

は
、
だ
れ
に
で
も
一
つ
や
二
つ
当
て
は
ま
る
か
も

「
如
月
（き
さ
ら
ぎ
）
」で
す
。
如
月
は
「衣
更

「
弱
気
」
「
悩
み
」
「
人
へ
の
非
難
（
い
じ

し
れ
ま
せ
ん
。
子
ど
も
達
に
も
、
心
の
中
に
あ
る

着
」
と
し
て
、
更
に
重
ね
着
を
す
る
時
期
と

め
）
」
な
ど
の
闇
の
部
分
を
持
つ
よ
う

鬼
、
邪
気
を
追
い
払
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

読
む
人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
正

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
心
の
中
の

ま
た
は
、
そ
の
鬼
を
押
さ
え
込
む
強
い
気
持
ち
を

確
に
は
「
生
更
き
」
「
生
更
木
」
と
も
書
き
、

鬼
と
は
そ
う
し
た
闇
の
部
分
を
言
い

持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
保

草
木
が
更
生
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
つ
ま

ま
す
。
闇
の
部
分
は
で
き
れ
ば
作
ら

護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
子

り
、
雪
の
下
に
隠
れ
眠
っ
て
い
る
草
花
や
寒
風
に

な
い
方
が
い
い
の
で
す
が
、
普
段
生
活
を
し
て

ど
も
達
へ
の
ご
指
導
、
啓
蒙
、
励
ま

さ
ら
さ
れ
て
い
る
樹
木
が
生
へ
の
息
吹
を
は
じ
め

い
る
と
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
他
の
人

し
を
お
願
い
し
ま
す
。

る
時
期
な
の
で
す
。

の
闇
の
部
分
（
間
違
い
や
ず
る
さ
等
）
は
よ
く

今
年
の
節
分
。
豆
を
ま
き
な
が

古
人
は
、
こ
の
時
期
、
「如
月
二
日
の
灸
」と
し
て

見
え
る
の
で
、
つ
い
軽
率
に
言
っ
て
し
ま
う
こ

ら
、
自
分
の
心
の
中
に
潜
む
鬼
を

身
体
に
お
灸
を
据
え
、
身
体
の
調
整
を
図
っ
た
と

と
が
多
い
の
で
す
が
、
し
か
し
そ
れ
に
反
し
て

追
い
払
い
ま
し
ょ
う
。
「
陽
」
を
呼
び
込
み
、
新
た

古
書
に
も
歌
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
風
流
で
、

な
気
持
ち
で
「
春
」
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
禍

自
然
を
愛
し
た
古
人
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
に
草

○
す
ぐ
カ
ッ
と
し
て
し
ま
う
自
分
。

で
重
苦
し
い
気
分
を
少
し
で
も
解
き
放
っ
て
あ
げ

木
の
更
生
と
と
も
に
、
自
ら
を
も
更
生
し
よ
う
と

○
や
る
気
が
出
な
い
自
分
。

ま
し
ょ
う
。

し
て
い
た
わ
け
で
す
ね
。

○
人
の
悪
い
面
ば
か
り
見
え
て
し
ま
う
自
分
。

雪
が
多
い
今
季
の
厚
真
町
で
す
が
、
雪
の
下
に

二
月
四
日
（
金
）
は
「
立
春
」
で
、
そ
の
前
日
の
三

○
自
ら
駄
目
な
人
間
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
自
分
。

は
、
「春
の
」息
吹
が
目
覚
め
始
め
て
い
ま
す
。

日
（
木
）
は
「
節
分
」
で
す
。
節
分
と
は
、
も
と
も
と

○
平
気
で
嘘
を
つ
い
て
し
ま
う
自
分
。
人
を
だ
ま

立
春
・
立
夏
・
立
秋
・立
冬
の
前
日
の
こ
と
を
意
味

し
て
し
ま
う
自
分
。

厚
真
町
立
厚
真
中
央
小
学
校

教
頭

す
る
言
葉
で
し
た
。
陰
陽
暦
の
考
え
で
は
、
陰
と

○
何
で
も
人
の
せ
い
に
し
て
し
ま
う
自
分
。

陽
が
対
立
し
て
い
て
、
邪
気
を
生
じ
、
災
難
を
も

○
言
い
訳
ば
か
り
で
逃
げ
て
し
ま
う
自
分
。

た
ら
す
と
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を

○
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
失
望
し
て
し
て
い
る
自
分
。

払
う
行
事
と
し
て
「
福
は
内
、
鬼

○
自
ら
向
上
し
よ
う
と
言
う
気
持
ち
が
起
こ
ら

第
七
五
回
卒
業
証
書
授
与
式

は
外
」
の
豆
ま
き
（
追
儺
）
を
お
こ

な
い
自
分
。

本
年
度
の
卒
業
式
は
三
月
二
十
二
日
（
火
）

な
い
ま
す
。
そ
し
て
鬼
を
追
い
払

○
愚
痴
ば
か
り
言
っ
て
し
ま
う
自
分
。

に
行
い
ま
す
。

っ
て
、
新
し
い
春
を
迎
え
ま
す
。

○
人
が
し
て
ほ
し
く
な
い
こ
と
を
他
の
人
に
対
し

参
加
者
は
教
職
員
、
五
・
六

鬼
と
は
、
人
間
の
心
の
中
に
あ

て
し
て
し
ま
う
自
分
。

年
児
童
、
六
年
保
護
者
・
親
族

る
闇
の
部
分
（
悪
の
部
分
）
が
形

○
他
の
人
を
信
用
で
き
な
い
自
分
。

の
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
当

に
な
っ
て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
と

○
感
謝
の
気
持
ち
を
持
て
な
い
自
分
。

日
は
、
一
～
四
年
生
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
間
の
本
質



新型コロナウイルス感
染症は、厚真町内及び
周辺市町にも広がりを
見せ始めました。道内

の対策もレベル２に引き上げられ、
今後も感染予防対策は継続されま
す。幼小中高ともに様々な行事や活
動の変更、中止がこれからも行われ
ると思います。配布される各文書及

び配信されるメールの内容には必ず目を通してくださ
るようお願いします。これと並行して、町の防災無線
やホームページについてもご確認ください。

今後も当面の間は以下の点にご留意ください。

① 朝の体調確認と検温をお願いします。
→児童本人が発熱がなくても風邪症状等ある場合
は休ませてください

→同居の家族の方に風邪症状がある場合も休ませて

ください（兄弟姉妹も同様です）

② 同居の家族で感染の疑いのある方、濃厚接触及び
その疑いのある方、さらに抗原又はＰＣＲ検査対
象者となった場合は、学校までお知らせください。
→検査の結果で陰性が認められるまで、児童の登校

は控えてくださるようお願いします
※①②の場合はいずれも欠席扱いにはならず、

出席停止となります

③ 登校後、発熱の有無にかかわらず、風邪の症状や
体調不良を訴える場合は、早退の措置を執ります
ので、お迎えをお願いします。その際は、兄弟姉
妹（こども園、中学生も含む）も早退となります

ので、ご留意ください。

④ マスクは合うものを正しく着
用しましょう。マスク生地の
素材は、ウレタンや布製より
も不織布マスクのほうが効果
が高いと言われています。ま
た、外出の後（学校からの帰宅時も含む）は必ず
手指消毒やうがいをするようにご指導願います。

２月５日（土）に開催が予定されて
いた「第４２回厚真町スピードスケー
ト記録会」及び「あつまスケートまつ
り」は”中止”となりました。

☆参観日について
当初２月に予定していた「参観日」は、先日お知らせの通り、
３月に変更し、日程を分けて実施することとしました。今後、さ
らに変更がある場合は、改めてお知らせします。
・日 程
① ３月１日(火)５・６年 ５校時13:30～14:15
② ３月２日(水)３・４年 ５校時13:00～13:45
③ ３月４日(金)１・２年 ５校時13:30～14:15

・授業教室は体育館です。（全学年）
・教科は学校長による「道徳科」です。
・来校の際は、上履き持参の上、マスクを必ずご着用ください。
また、玄関での手指消毒、廊下等での会話を控える等にご協
力ください。

下 校 バス

日 曜 行 事 日課 １４時３０分 １５時２０分

２／３ 木 ４年給食指導 ５ 全学年 ×
節分 読み聞かせ（３・４年）

４ 金 ５年給食指導 ６ １～３年 ４～６年
立春

５ 土

６ 日

７ 月 ６年給食指導 ５ 全学年 ×
英検ジュニア（４～６年）
３年校外学習

８ 火 ６ 14:40 ３～６年
（１・２年）

９ 水 ６ １４：００ １４：５０
（１年） （２～６年）

１０ 木 読み聞かせ（５・６年） ５ 全学年 ×

１１ 金 建国記念の日

１２ 土

１３ 日

１４ 月 専門委員会 ５ １～４年 ５～６年

１５ 火 ６ １・２年 ３～６年

１６ 水 ６ １４：００ １４：５０
（１年） （２～６年）

１７ 木 読み聞かせ（１・２年） ５ 全学年 ×

１８ 金 英語交流APR ６ １～３年 ４～６年
スクールカウンセラー授業

１９ 土

２０ 日

２１ 月 ５ 全学年 ×

２２ 火 ６ 14:40 ３～６年
（１・２年）

２３ 水 天皇誕生日

２４ 木 ５ 全学年 ×

２５ 金 ６年生をおくる会 ６ １～３年 ４～６年

２６ 土

２７ 日

２８ 月 鼓笛（３～５年） ５ １・２年 ３～６年

３／１ 火 参観日（５・６年） ６ 1256年 ３・４年

２ 水 参観日（３・４年） ６ １４：００ １４：５０
（１３４年） （２５６年）

３ 木 読み聞かせ（３・４年） ５ 全学年 ×

４ 金 参観日（１・２年） ６ １～３年 ４～６年

５ 土


